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研究の背景

この研究会で研究してきたこと

思考力を育むために、定期
試験を活用してみよう！
思考力を育むために、定期
試験を活用してみよう！

そもそも、良いテスト問題って？そもそも、良いテスト問題って？

定期試験を活用して生徒の学習意欲
を高められないか？
定期試験を活用して生徒の学習意欲
を高められないか？

テスト
おわり～



研究の背景

新学習指導要領

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習
得させ，これらを活用して課題 を解決す
るために必要な思考力，判断力，表現力等
を育むとともに，主体的 に学習に取り組
む態度を養い，個性を生かし多様な人々と
の協働を促す教育 の充実に努めること。

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習
得させ，これらを活用して課題 を解決す
るために必要な思考力，判断力，表現力等
を育むとともに，主体的 に学習に取り組
む態度を養い，個性を生かし多様な人々と
の協働を促す教育 の充実に努めること。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）
第１章総則
第１款高等学校教育の基本と教育課程の役
割



研究の背景

今回の目標

そのため

①良いテスト問題の定義①良いテスト問題の定義

②評価のための指標策定②評価のための指標策定

テストを評価するテストを評価する



① 文章理解力などではなく，
思考力を測定できる

② 生徒が取り組もうとする

③ 不正解，正解に大きく偏ったり
しない

良いテスト問題の定義

質
問
紙

項
目
分
析



思考力の定義



研究の内容

思考力を測る問題か？
「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

１問目

３問作成して検証３問作成して検証



研究の内容

思考力を測る問題か？
「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

2問目



研究の内容

思考力を測る問題か？
「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

2問目つづき



研究の内容

思考力を測る問題か？
「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

3問目



研究の内容

質問紙調査の内容

Q1「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

A1～D2，該当しないの７択

Q2「生徒が取り組もうとしない問題」になってしまっていると思うか

はい，いいえ，どちらともいえないの３択



アンケート結果アンケート結果
思考力を測る問題か？

問１ 問２ 問３

「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

「生徒が取り組もうとしない問題」になってしまっていると思うか

5.9％
5.9％

5.9％

5.9％



アンケート分析アンケート分析
思考力を測る問題か？

問１ 問２ 問３

「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

Cに偏り、あまり分散しなかった
基本的な問題であり、教科書の例
題問題にもよく取り上げられる。
従って、数学的見方や焦点化した
「数学の世界」の問題と解釈され
たようである。

分散してはいるが、A１に少し偏
っている。すなわち、事象を数学
的に捉える問題であると判断され
ている。また、A1とD1の回答が約
60%を占めるため、「現実の世
界」をテーマとした問題であった
と言える。

A1～D2までほぼ均等に解答が別れ
た。見慣れない「仮説検定」に関
する問題のため、どこに当てはま
るか悩んだと推察できる。
「数学の世界」をテーマとした問
題とも「現実の世界」をテーマと
した問題とも捉えられる。

「生徒が取り組もうとしない問題」になってしまっていると思うか

見慣れた問題であり、一度は授業
で解くような問題であるので、生
徒は見通しが持てるので、「解こ
うとする」と思われたようである。

「はい」と「いいえ」がほぼ同数
であった。文章が多少長く、何を
述べれば良いかの見通しが立てづ
らかったため取り組みづらい問題
と思われたかもしれない。

見慣れない問題であることと、情
報量が多く、整理しづらいことな
どから見通しが持てない問題だと
捉えられる傾向にあったと考えら
れる。



思考力を測る問題か？

問１ 問２ 問３

22%(13人/58人） 9%(3人/33人）

(1)20%(７人/35人）

(2) 40%(14人/35人）

(3) 49%(17人/35人)

無答率無答率



① 文章理解力などではなく，
思考力を測定できる

② 生徒が取り組もうとする

→一定の妥当性が確認できた。

③ 不正解，正解に大きく偏ったり
しない

良いテスト問題の定義

質
問
紙

項
目
分
析



研究の内容

項目分析 指標

α係数（内的整合性信頼性係数）

該当項目を削除したときに低下する

⇒その項目は一貫性が低い項目

I-T相関（Item-Total相関）

その項目とテスト全体の得点相関

石井（2021項目分析ツール)石井（2021項目分析ツール)



研究の内容

内容的妥当性，信頼性

D値（上位下位弁別力指数）

上位28％の受検者の正答率から，

下位28％の受検者の正答率を引いたもの

石井（2021項目分析ツール)石井（2021項目分析ツール)

★I-T相関とD値は，

その項目の識別力を示す指標となる



研究の内容

問題例

あるさいころゲームの結果から，「このさいころは公
平ではない」と思ったAさんは，「帰無仮説：このさ
いころの出る目の確率はすべて等しい」，「対立仮
説：このさいころの出る目の確率はすべて等しくな
い」と設定し仮説検定を行った.

（1）さいころを10回振って８回以上６の目が出る確率
を計算したところ，0.0019％であった.この時，帰

無仮説をどうするべきか答えよ.ただし，有意水準
を５％とする.

（2）（1）の理由を有意水準に触れて簡潔に記せ.

（3）この仮説検定の結果から，さいころについてどん
なことが言えるか.簡潔に文章で記せ.



研究の内容

問題例分析

内容的妥当性，信頼性

項目 正答率 D値 I-T相関 削除α

（1） 34% 50% 0.47 0.93

（2） 29% 50% 0.39 0.93

（3） 26% 60% 0.66 0.92

全体の平均値 42% 59% 0.51

0.1~

0.9

0.3

以上
0.2

以上

下がっ
ていな
い



研究の内容

内容妥当性，項目分析の
観点から「思考力を測る良
問」を作成することができた

内容妥当性，項目分析の
観点から「思考力を測る良
問」を作成することができた

内容の妥当性は若干の揺れが
見られた

内容の妥当性は若干の揺れが
見られた



思考力の定義



アンケート結果アンケート結果
思考力を測る問題か？

問１ 問２ 問３

「算数・数学の学習過程のイメージ」のどこに当てはまるのか

「生徒が取り組もうとしない問題」になってしまっていると思うか

5.9％
5.9％

5.9％

5.9％



今後の課題
生徒の思考力を高めるために

1. アンケートの作り方
⇒複数選択，順序付けも視野に

2. 教員に「算数・数学の学習過程のイメージ」
が浸透していない可能性も考えられる。
→教員に対してインタビュー調査を実施して
さらに深く聞く。

3. 「生徒が取り組もうとしない」
⇒ さらなる調査が必要



数学作問研究会ホームページ

https://sites.google.com/view/mat

hkenkyukai/



参考・引用

石井研究室HP
（令和４年８月４日最終確認）
https://www.educa.nagoya-

u.ac.jp/~ishii-

h/test_bunseki.html#what

https://www.educa.nagoya-u.ac.jp/~ishii-h/test_bunseki.html#what


ご清聴ありがとうございました。

御指導よろしくお願いします。


